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（ご葬儀のマナー）

看板娘「サクラちゃん」
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Ⅲ. すぐに弔問できない場合





○お通夜
故人様を葬る前に家族・知人などが集まり、終夜なきがらのそばで過ごし、
冥福(めいふく)を祈ること。

○ご葬儀
故人様を葬る儀式のこと。
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不祝儀袋の表書き

不祝儀袋の表書きは宗教や宗派によって異なります。
一般的なものをご紹介いたします。

不祝儀袋の表書きは宗教や宗派によって異なります。
仏式弔事の場合、「御香典」が広く使われます。また、金額も故人様との関係、
葬儀の規模、弔問者の年齢、社会的地位などによって、さまざまです。
香典のマナーをよく知り、失礼のないようにしましょう。

不祝儀袋の種類

表側：何も書きません。
裏側：金額、郵便番号、住所、名前を書きます。旧字体を
　　　用いるのが正式ですが最近では略式(「五千円」など)
　　　でも問題ありません。略式で金一万円は旧字体では
　　　金壱萬円となります。

●席に着きます。

通夜の会場に入る時は、一礼して席まで進み、案内に従い着席をして開式を待ちます。

・席次を決められている場合   　案内に従います
・席次が決められていない場合　前から詰めて座ります
※都合で早めに退席する時や、遅れて来た時などは、末席に座ります。

香典の中包み

会葬者様用

Ⅱ. お通夜・ご葬儀に参列する

水引　：銀の水引を使
            います。

表書き：「御玉串料」と
             します。
　　　　他にも「御榊料」
           「御神饌料」等
            することもあり
            ます。

水引　：一般的に水引は
            付けてませんが、
            付けてもかまい
            ません。

表書き：一般的に「御花
            料」「献花料」
            と書きます。

水引　：黒と白が一般的ですが
            銀と白や黄と白も使わ
            れています。

表書き：「ご霊前」が最も多い
            ようです。他にも「御
            香奠」とすると、仏式
            で共通に使えますが、
　　　　浄土真宗の場合は「御
            仏前」や「御香料」と
            書きます。

神式 キリスト教 仏式

玉
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佛
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表には何も書
きません。

表

裏に金額、住所、
名前を書きます。
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真夏の場合

●男性

〇服装

スーツ

●女性

お通夜は、親戚や故人様と親しかった友人・知人などが訃報を受け、取り
急ぎで弔問にうかがうといったことから、喪服ではなく地味な平服で構わ
ないとされてきましたが、最近ではお通夜だけに参列する弔問客も増えて
きているようで、その場合は略礼服の着用でも構いません。
一般的なご葬儀での服装をご紹介いたします。

髪型
シングルでもダブルでも
構いません。
シャツは白が基本で、
柄物は避けましょう。

黒が望ましく、すっきりさせます。

ネクタイ
黒無地が基本で、結び方
に決まりはありません。

メイク
派手にせず、自然な感じで。マニ
キュアも目立たない程度なら構い
ません。

スーツ・ワンピース
地味でシンプルな物を選びましょ
う。夏でも肌を露出させる服装は
避けます。

アクセサリー
アクセサリーは結婚指輪(婚約指輪)
以外は身に付けないのがマナーです
が、パールのネックレスを身に付け
る場合は、一連のものを選びます。
(二重は重なる意味で弔事では厳禁)

バック・小物
最低限の小さく地味な布やスカーフ
の物が基本で、殺生を連想させる
製品は避けます。

靴(足元)
必ず、ストッキング(黒色・肌色)を
履き、「ミュール・サンダル」など
の靴は避けます。

靴下
黒無地が基本で、柄物は
避けます。

靴
光沢のない黒が基本で、
スエード、金具がつい
ている物は避けます。

香水
控えることがマナーです

●子供

学生は、男女ともに制服が喪服となります。無ければ
黒かグレーっぽい地味な服装を選びます。
靴は黒か白いものを使用します。

真夏の場合

・男子
　白のシャツに黒ズボンと黒靴
・女子
　白のブラウスに黒のスカート、黒靴
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代理で出席する場合
代理で参列する時は、受付で誰の代理なのかを伝えてから、不祝儀袋を渡します。
記帳の際、上司の代わりに参列する時は、上司の部署名、役職名、名前を書いた
下や横に小さく「代」と書きます。
妻が夫の代理で参列する時は、夫の名前の左下に「内」とだけ書きます。

代理人を立てるか弔電を送り、後日弔問に訪れましょう。

出張や入院などのやむを得ない理由で、すぐに弔問できない時は、
「代理人を立てる」「弔電や手紙を送る」などの方法で、お悔やみ
の気持ちを伝えます。代理人を立てる場合は、特に故人様と面識が
なくてもかまいません。ただし、弔問に訪れた際、応対してくれた
人に代理の理由を述べるようにしましょう。

弔電を送る時は、宛名は喪主様にし、故人様の自宅か通夜・葬儀が
行われる寺院や葬儀会場等に、葬儀の前日に到着するようにします。
喪主名が確認できない時は、故人様の名前の後に続けて「ご遺族様」
と書き、差出人はフルネームで書きましょう。
弔電を送った後は、できるだけ早く(1週間以内くらい)香典を持参し
て弔問するようにします。

本人の名前を書いた下
や横に「代」と書きま
す。

上司の代理で記帳する
際、上司から預かった
名刺を渡す時は「弔」、
自分の名刺を渡す時は
「代」と、右上に書き
ます。
名刺が横書きの場合は、
左上すみに小さく書く
と良いでしょう。

妻が夫の代わりに参列
する時は、夫の名前の
下に「内」と書きます。
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